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妊娠後期の妊婦のためのマタニティパンツの検討
－ 市場調査と既製品の分析 －
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The investigation of maternity pants for pregnant women in the late pregnancy 
－ A marketing reseach and an analysis of ready-made maternity pants －
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要旨
　妊娠、出産後も産前休業や育児休業を利用し、継続して就業を続ける女性が増えている背景から、妊娠
中の就労を快適にするマタニティウェアが必要とされると考えた。妊娠後期の就労の負担を軽減する快適な
マタニティウェアを設計するために、本稿では市場調査と腹部の切替線の異なる既製品マタニティパンツ
の分析を行った。市場調査の結果から、サイズ表記は単数表示よりも範囲表示がほとんどのブランドで採
用されていた。サイズ展開は、ブランドにより異なるが、XSから6Lまで選択できた。また、腹部の切替線
の異なる4つの既製品マタニティパンツの分析から、着用時の伸縮の特徴と着用時のウエスト位置の違いが
明らかとなった。市場調査と分析の結果から、腹部の切替線の違いによる着用時の問題点について報告する。
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１．はじめに
妊娠、出産を経ても正社員として勤務を続ける女性の割合は高まっている。内閣府男女共同参画府
の調査によると、第1子出産前後での就業状況は第1子出産年が1985 ～ 1989年の女性は出産前有職率
61.4％、出産前有職者で子供が 1 歳になったときの就業継続率は24.1％、育児休業を利用して就業を続
けていたのは第 1 子出産女性全体の5.7％であった。第 1 子出産年が2010年～ 2014年の女性では出産
前有職率72.2％であり、出産前有職者で子供が1歳になったときの就業継続率は53.1％である。全体の
28.3％は育児休業を利用して就業を続けている。1985 ～ 1989年から2010年～ 2014年にかけて、就職
継続率の上昇、特に育児休業を利用しての就業継続率の上昇が分かる。1 産前休業は、出産予定日の 6 週
間前からの取得となり妊娠 9 ヶ月（双子の場合は出産予定日の14週前の妊娠 7 ヶ月）までは就労するこ
とができるが、妊娠 8 ～ 10 ヶ月は妊娠後期といわれ、胎児の成長と共に母体の身体変化や負担は大きい。
マタニティパンツの設計についての先行研究は 4 報ある。松尾ら2がマタニティ用スーツの開発の中で
マタニティパンツを試作し、腹部にリブを用いずにマリンパンツ風のデザインで前中央部はコルセットの
役割を意図し、開口部は面ファスナーを用いていた。モニターによる指摘で、前中央部の水平線の切替線
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に目が行くことや面ファスナーの開く音が周囲に聞こえることが挙げられている。岡部ら3は、市販のマ
タニティパンツの衣服圧を計測し、妊婦の人体形状の変化を踏まえて、マタニティパンツ設計のための検
討を行っている。リブ編の力やゴム紐が腹部の衣服圧に影響を与えることと妊娠中期から後期へは腹部が
前方へ突出するとともに前ウエスト位が高位となるために股上前後長が長くなること、反身化の姿勢の傾
向を示すことを明らかにし、マタニティパンツ設計に反映させる必要性を伝えていた。辻ら4は、両脇ファ
スナーつきマタニティパンツを試作し、その有用性について報告していた。続報5では、妊娠 5 ヶ月と妊
娠 8 ヶ月の寸法に対応した試作パンツによる妊娠中期から後期への変化に対応するマタニティパンツの検
討がなされた。ゴム芯を無くし、ウエストやボタン位置での集中的な圧迫を解消することが快適性の評価
につながることを明らかにした。
これまでの研究で、妊娠月数の増加に伴う身体変化に対応するマタニティパンツの審美性と妊婦への衣
服圧を軽減するデザインの検討がなされていた。線ファスナーや面ファスナーを用いることやウエストの
ゴム芯を無くすことによる改善を提案しており、付属品を用いることや無くすことで改善が図られていた。
本稿では、妊娠後期の就労の負担を軽減する快適なマタニティウェアを設計するために、市場調査と腹部
の切替線の異なるマタニティパンツの分析について報告する。
２．市場調査
2.1　方法
表 1 はマタニティウェアを取り扱う15ブランドの販路を示したものである。オンラインショップでの
販売は15ブランドすべてが当てはまるが、店舗での販売は15ブランド中10ブランドである。また、店舗
で試着して購入したいという妊婦の声もあるが、取扱商品数や種類も店舗により異なるため、選択肢の多
さからオンラインショップが選ばれる。そこで、2018年 5 月～ 6 月のマタニティウェアを取り扱う15ブ
ランドのオンラインショップを閲覧し、市場調査を行った。ブランドは、マタニティウェア・ベビ ・ーキッ
ズを専門に商品展開する 8 ブランドとレディースウェアを専門とし一部でマタニティウェアの商品展開を
する7ブランドの計15ブランドを選定した。各ブランドのオンラインショップの商品紹介と商品画像を確
認し、調査項目に該当する箇所にチェックを入れ、その数を集計した。商品数はすべてを数え、その他の
項目は新着商品20点についてチェックを入れた。商品数が20点に満たない場合は、取り扱うすべての商
品を対象とした。調査項目は、各アイテムの商品数、パンツのシルエット、パンツ丈、サイズ表記、サイ
ズ展開、寸法表記のある項目、グレーディングの統一性、腹部切替線についての 8 項目である。
表１　マタニティブランドの販路（単位：店）
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ブランド 自社オンラインショップ 他社オンラインショップ 国内店舗取扱 取扱店舗数
A 〇 〇 〇 3
B 〇 〇 〇 3
C 〇 〇 × 0
D 〇 〇 〇 9
E 〇 × 〇 112
F 〇 〇 〇 986
G 〇 〇 〇 33
H 〇 〇 〇 4
I 〇 × × 0
J 〇 × × 0
K 〇 〇 〇 294
L 〇 〇 〇 55
M 〇 × 〇 228
N 〇 〇 × 0
O 〇 〇 × 0
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2.2　結果
2-2-1　アイテム数の比較
表 2 は各ブランドのオンラインショップで取り扱うトップス、ワンピース、スカート、パンツ、ジャケッ
トの商品数をまとめたものである。マタニティウェア・ベビ ・ーキッズ専門のブランドはA ～ H、レディー
スウェアを専門とし一部でマタニティウェアの商品展開をするものは I ～ Oである。各アイテムの総数
を比較すると多い順にワンピース（838点）、トップス（601点）、パンツ（552点）、スカート（189点）、ジャ
ケット（39点）である。従来より妊婦に浸透しているワンピースの数が一番多いが、ボトムに注目すると、
どのブランドもパンツのアイテム数がスカートを上回っている。E、F、Gでは、どのアイテムよりもパン
ツの点数が多いことが分かる。このことから、マタニティウェアのボトムでは、スカートよりもパンツの
需要が高いことが確認できた。
2-2-2　パンツのシルエット
表 3 は各ブランドのパンツのシルエットを細身、標準、広幅の 3 つに分類し、該当する商品の取り扱い
があるか表したものである。A ～ Lのブランドでは、スキニー、ストレート、ワイドが揃っており、細身、
標準、広幅とバリエーションが多く揃えられている。一方、M、N、Oでは標準のみ、もしくは細身と標
準の商品展開となっている。
表２　各ブランドのアイテム数の比較（単位：点）
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2-2-2パンツのシルエット 
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表3 各ブランドのパンツのシルエット 
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ｽｷﾆｰ、ｽﾘﾑ レギンス ストレート テーパード ガウチョ スカンツ ワイド
A ○ ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○
D ○ ○ ○
E ○ ○ ○ ○
F ○ ○ ○ ○
G ○ ○ ○ ○ ○
H ○ ○ ○
I ○ ○ ○ ○ ○ ○
J ○ ○ ○ ○
K ○ ○ ○
L ○ ○ ○
M ○ ○ ○
N ○ ○
O ○
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細身 標準 広幅
ブランド トップス ワンピース スカート パンツ ジャケット 合計
A 191 273 95 150 7 716
B 109 169 15 61 16 370
C 87 135 10 46 5 283
D 28 16 4 13 6 67
E 11 27 6 48 92
F 13 17 6 38 74
G 13 19 5 28 1 66
H 1 3 2 8 1 15
I 93 130 34 79 3 339
J 35 41 10 37 123
K 6 6 1 16 29
L 14 1 12 27
M 10 10
N 1 1 4 6
O 2 2
合計 601（27.0%） 838（37.8%） 189（8.5%） 552（24.9%） 39（1.8%） 2219（100%）
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2-2-3　パンツ丈
表４は各ブランドのパンツ丈をショート、ハーフ～クロップド、アンクル～ロングと長さの違いで 3 つ
に分類し、取扱商品の数を示したものである。パンツ丈の長さは、アンクル～ロングが71.6％を占めて
いた。C、Iのみ加えてショート丈のバリエーションがあったが、ショート丈の商品数はCで 2 点、Iで 3 点
と少ない。妊婦は体が冷えないよう配慮しなくてはならないことから、アンクル～ロング丈の商品数が多
く取り揃えられていると考えられた。
2-2-4　各ブランドのパンツのサイズ表記
　表 5 は各ブランドが使用しているサイズ表記方法をまとめたものである。 5 種類あることがわかった。
「S, M, L」表記、「S ~M, M ～ L」表記、「7号, 9号, 11号」表記、「フリー」表記、「S（62）, S（66）」もし
くは「S ～ M（66）, S ～ M（72）」表記である。「S（62）」の数字は丈の長さを示しておりSサイズの股下
62cm、「S（66）」はSサイズの股下66cmということになる。「S ～ M（66）,  S ～ M（72）」も同様である。「S, M, 
L」表記のみのブランドは、ブランドB、E、J、M、Nの5つであった。15ブランド中Oを除く14ブランドで「S, M, 
L」表記を採用している。その14ブランド中 8 ブランドは 2 つの表記方法を採用していた。ブランドOは「7
号, 9号, 11号」表記のみ、ブランドAでは 4 つの表記方法を採用していた。「S, M, L」表記は範囲表示であ
A 2 13 4 1 20
0202B
02641C
31211D
0202E
02281F
02461G
844H
02281I
0202J
61151K
21201L
0101M
44N
22O
合計 172（76.5%） 32（14.2%） 6（2.7%） 12（5.3%） 3（1.3%） 225（100%）
マ
タ
ニ
テ
専
門
レ
デ
ス
全
般
ブランド 「S,M,L」 「S～M,M～L」
「7号，9号，
11号」
フリー，
ワンサイズ
S（62）
サイズ+丈
合計
表５　各ブランドのサイズ表記方法（単位：点）
表４　各ブランドのパンツ丈（単位：点）
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2-2-3パンツ丈 
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である。「S,M,L」表記のみのブランドは、ブランドB、E、J、 、Nの5つであった。15ブランド中O
を除く14ブランドで「S,M,L」表記を採用している。その14ブランド中8ブランドは2つの表記方法を
採用していた。ブランドO は「7 号、9 号、11 号」表記のみ、ブランドA では 4 つの表記方法を採用し15 
ていた。「S,M,L」表記は範囲表示であり対応する寸法の範囲でサイズが決定している。対して、「7号、9
号、11号」は単数表示であり基準となる体型が定められている。 
表4 各ブランドのパンツ丈（単位：点） 
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表5 各ブランドのサイズ表記方法（単位：点） 
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A 2 13 4 1 20
B 20 20
C 14 6 20
D 1 12 13
E 20 20
F 8 20
G 16 4 20
H 4 4 8
I 18 2 20
J 20 20
K 15 1 16
L 10 2 12
M 10 10
N 4 4
O 2 2
合計 172（76.5%） 32（14.2%） 6（2.7%） 12（5.3%） 3（1.3%） 225（100%）
マ
タ
ニ
ティ
専
門
レ
ディー
ス
全
般
ブランド 「S,M,L」 「S～M,M～L」 「7号、9号、
11号」
フリー、
ワンサイズ
S（62）
サイズ+丈
合計
ブランド ショート ハーフ～クロップド アンクル～ロング 合計
A 5 15 20
B 1 19 20
C 2 3 15 20
D 3 10 13
E 3 17 20
F 14 6 20
G 8 12 20
H 4 4 8
I 3 3 14 20
J 9 11 20
K 3 13 16
L 1 11 12
M 2 8 10
N 4 4
O 2 2
合計 5（2.2%） 59（26.2%） 161（71.6%） 225（100%）
マ
タ
ニ
ティ
専
門
レ
ディー
ス
全
般
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り対応する寸法の範囲でサイズが決定している。対して、「7号, 9号, 11号」は単数表示であり基準となる
体型が定められている。
　
2-2-5　サイズ展開
表６は各ブランドのパンツのサイズ展開である。各商品の表記を確認し、サイズの一番小さなものから
大きなものを記している。ブランド I では、「S, M, L, LL, 3L」「S（62, 66）,  M（64, 68）,  L（66, 70）,  LL（68, 
72）」のサイズを展開しているが、商品によって「M, L」「S, M, L」「S, M, L, LL」「S, M, L, LL, 3L」とい
うようにサイズ展開の幅が異なる。ブランドAも同様である。一番サイズ展開の幅が大きかったブランド
は、Jであった。3L（XXL, 15号）まであるのはブランドB、I、Mである。パンツ丈を選べるようになっ
ていたのはブランドA、Iである。XSがあるのはブランドK、Mである。
2-2-6　寸法表記のある項目
表 7 は、各ブランドで寸法表記のある項目を示している。各項目の中で、ほとんどのブランドで記載し
ていた項目は、ウエスト、ヒップ、股下であった。パンツのウエスト位置は股上の深さの違いで変化する
が、股上の寸法を表記しているブランドは 9 ブランドであった。
2-2-7　グレーディングの統一性
表 8 は、各サイズに対応する寸法が全く同じことをグレーディングの統一性とし、そのアイテム数をま
とめた。例えば、ブランドAでは、「S ～ M, M ～ L」の腹囲①（68 ～ 100㎝, 78 ～ 110㎝）の設定が 2
アイテムあったことを示している。同様に腹囲②（69 ～ 99㎝, 73 ～ 105㎝）の設定は 4 アイテムあった。「7
号, 9号, 11号」では、 7 号サイズの腹囲・ヒップ・わたり（68 ～ 92㎝, 82 ～ 92㎝, 26㎝）の設定が 3 ア
イテムあり、 9 号、11号も一定の寸法が設定されていた。
A M,L S～M,  M～L 7,9,11,13
S～M(66,72）
M～L（66,72）
B S,M,L,LL,3L
ーリフLX,L,MC
D S,M M～L
E S,M,L
F M,L,LL S～M, L～LL
G S,M,L,LL M～L
ﾞｽｲｻﾝﾜL,M,SH
I S,M,L,LL,3L
S（62, 66）
M（64, 68）
L（66, 70）
LL（68, 72）
J
S,M,L,LL,3L,
4L,5L,6L
K XS,S,M,L M～L
ーリフL,M,SL
M XS,S,M,L,XL, XXL
N M,L
51,31,11,9,7O
マ
タ
ニ
テ
専
門
レ
デ
ス
全
般
「7号, 9号,
11号」
ﾌﾘｰ,
ﾜﾝｻｲｽﾞ
S（62）
サイズ+丈
ブランド 「S,M,L」 「S～M, M～L」
表６　各ブランドのパンツのサイズ展開
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2-2-5サイズ展開 
 表6は各ブランドのパンツのサイズ展開である。各商品の表記を確認し、サイズの一番小さなものから
大きなものを記している。ブランド Iでは、「S,M,L,LL,3L」「S（62,66）、M（64,68）、L（66、70）、LL
（68,72）」のサイズを展開しているが、商品によって「M,L」「S,M,L」「S,M,L,LL」「S,M,L,LL,3L」と
いうようにサイズ展開の幅が異なる。ブランドAも同様である。一番サイズ展開の幅が大きかったブラン5 
ドは、Jであった。3L（XXL、15号）まであるのはブランドB、I、Mである。パンツ丈を選べるように
なっていたのはブランドA、Iである。XSがあるのはブランドK、Mである。 
 
2-2-6寸法表記のある項目 
表7は、各ブランドで寸法表記のある項目を示している。各項目の中で、ほとんどのブランドで記載し10 
ていた項目は、ウエスト、ヒップ、股下であった。パンツのウエスト位置は股上の深さの違いで変化する
が、股上の寸法を表記しているブランドは9ブランドであった。 
表6 各ブランドのパンツのサイズ展開 
 
 15 
 
 
 
 
 20 
 
 
 
 
 25 
 
 
表7 各ブランドの寸法表記のある項目 
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ブランド ウエスト 腹囲 ヒップ わたり 股上 股下 太もも幅 裾幅 総丈 胴周り
A ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○ ○ ○
D ○ ○ ○ ○ ○ ○
E ○ ○ ○ ○ ○ ○
F ○ ○ ○ ○　（前、後） ○ ○
G ○ ○ ○ ○ ○ ○
H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
I ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
J ○ ○ ○ ○ ○ ○
K ○ ○ ○ ○ ○ ○
L ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
M ○ ○ ○
N ○ ○ ○
O ○ ○ ○ ○　　（前ぐり） ○ ○
マ
タ
ニ
ティ
専
門
レ
ディー
ス
全
般
A M,L S～M、 M～L 7,9,11,13 S～M(66,72）
M～L（66,72）
B S,M,L,LL,3L
C M,L,XL フリー
D S,M M～L
E S,M,L
F M,L,LL S～M、L～LL
G S,M,L,LL M～L
H S,M,L ﾜﾝｻｲｽﾞ
I S,M,L,LL,3L
S（62,66）
M（64,68）
L（66、70）
LL（68,72）
J S,M,L,LL,3L,
4L,5L,6L
K XS,S,M,L M～L
L S,M,L フリー
M XS,S,M,L,XL, XXL
N M,L
O 7,9,11,13,15
マ
タ
ニ
ティ
専
門
レ
ディー
ス
全
般
「7号、9号、
11号」
ﾌﾘｰ、
ﾜﾝｻｲｽﾞ
S（62）
サイズ+丈ブランド 「S,M,L」 「S～M, M～L」
表７　各ブランドの寸法表記のある項目
表８　各ブランドのグレーディングの統一性（単位：点）
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2-2-7グレーディングの統一性 
 表8は、各サイズに対応する寸法が全く同じことをグレーディングの統一性とし、そのアイテム数を
まとめた。例えば、ブランド A では、「S～M、M～L」の腹囲①（68～100 ㎝、78～110 ㎝）の設定が 2
アイテムあったことを示している。同様に腹囲②（69～99㎝、73～105㎝）の設定は 4アイテムあった。
「7,9,11」では、7号サイズの腹囲・ヒップ・わたり（68～92㎝、82～92㎝、26㎝）の設定が3アイテム5 
あり、9号、11号も一定の寸法が設定されていた。 
統一性のみられた項目は、ウエスト、腹囲、ヒップ、股上、わたり、ボトム丈であった。特に、ウエス
トと腹囲に集中している。ブランドMでは、ウエストとヒップの基準を設けていた。項目 2つ以上が同
時に統一性を持つアイテムのあるブランドは、ブランドA、C、E、G、K、Mの6つである。 
 10 
2-2-8腹部の切替線について 
各ブランドのマタニティパンツの腹部の切替線の仕様をみると、表9の①～⑥のように分類することがで
きた。表9の①～⑥は各分類に属するパンツの見本のため、構造の特徴が同じものであれば寸法やデザイ
ンが多少異なるものも①～⑥に分類している。①は前面の腹部のみリブが使用された切替線、②は腹部を
覆うようにリブをクロスさせた切替線、③は前面がリブで左脇にファスナーを使用した切替線、④は股上 15 
表8 各ブラン ：点） 
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ブランド サイズ 項目 アイテム数
2①囲腹
4②囲腹
7,9,11 腹囲・ヒップ・わたり 3
B
C M,L ウエスト・ヒップ 2
3トスエウ
2プッヒ
ウエスト・腹囲 6
ウエスト・ヒップ・股上 2
ウエスト・ヒップ・股上・ボトム丈 4
2①囲腹
3②囲腹
7③囲腹
3プッヒ・囲腹M,S
S,M,L ウエスト・ヒップ 2
腹囲・ヒップ① 3
腹囲・ヒップ② 4
2囲腹L～M
H
2）1※（囲腹L,M,S
4）1※（囲腹LL,L,M,S
1）1※（囲腹L3,LL,L,M,S
5トスエウ
5囲腹
2囲腹L,M
2囲腹L4,L3,LL
M,L,LL,3L ウエスト（※2） 2
2）2※（囲腹L6,L5,L4,L3,LL,L,M
M,L ウエスト（※1） 4
S,M,L ウエスト（※1） 9
S,M,L ウエスト・ヒップ 2
L
M XS,S,M,L,XL,XXL ウエスト・ヒップ 全商品
N
O
マ
タ
ニ
テ
専
門
レ
デ
ス
全
般
G
D
A
K
特になし
特になし
特になし
S～M,M～L
特になし
M～L
M,L
M,L
M,L
特になし
M,L
I
J
E
F
※1共通するサイズでは、値が同じ 
※2アイテムが1つ重複している
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統一性のみられた項目は、ウエスト、腹囲、ヒップ、股上、わたり、ボトム丈であった。特に、ウエス
トと腹囲に集中している。ブランドMでは、ウエストとヒップの基準を設けていた。項目2つ以上が同時
に統一性を持つアイテムのあるブランドは、ブランドA、C、E、G、K、Mの6つである。
2-2-8　腹部の切替線について
各ブランドのマタニティパンツの腹部の切替線の仕様をみると、図 1 の①～⑥のように分類することが
できた。図 1 の①～⑥は各分類に属するパンツの見本のため、構造の特徴が同じものであれば寸法やデザ
インが多少異なるものも①～⑥に分類している。①は前面の腹部のみリブが使用された切替線、②は腹部
を覆うようにリブをクロスさせた切替線、③は前面がリブで左脇にファスナーを使用した切替線、④は股
上の浅いウエストに筒状のリブが縫製された切替線、⑤は前面リブの端が面ファスナーのついたフラップ
になっている切替線、⑥は妊娠前に着用していたパンツに取り付けるアジャスターベルトである。膨らん
だ腹部の下でリブとパンツの切替線があるデザインが多い。パンツの商品数が多いブランドでは、デザイ
ンに合った切替線を使用するために数種類の切替線を採用している傾向が見られた。
2-3　考察とまとめ
アイテム数の比較からマタニティパンツの需要の高さを知ることができた。2018年 5 ～ 6 月のオンラ
インショップでは、細身、標準、広幅のボトム幅すべてを揃え、特にロング丈を中心とした商品が取り揃
えられていた。サイズ表記では、範囲表示を採用しているブランドが多かった。XLや2L以上を取り扱っ
ているブランドは 7 つあり、幅広いサイズから選択することができる。ほとんどのブランドでウエスト、
ヒップ、股下の寸法表記があるが、寸法表記の項目の多さはブランドにより違いがあった。グレーディン
グに関しても、デザインが異なる商品が多いほど統一性を持たせていなかった。今回の調査では腹部の切
替線をその特徴から 6 つに分類することができた。マタニティウェアのサイズ展開の少なさについて辻
ら4による指摘がされていたが、今回の調査ではサイズ展開の多さが明らかとなった。しかし、妊娠月数
に応じた商品展開をしているブランドがほとんど無かった。「妊娠初期～中期」「妊娠中期～後期」向けと
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表9 腹部の切替線の分類 
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の浅いウエストに筒状のリブが縫製された切替線、⑤は前面リブの端が面ファスナーのついたフラップに15 
なっている切替線、⑥は妊娠前に着用していたパンツに取り付けるアジャスターベルトである。膨らんだ
腹部の下でリブとパンツの切替線があるデザインが多い。パンツの商品数が多いブランドでは、デザイン
に合った切替線を使用するために数種類の切替線を採用している傾向が見られた。 
 
2-3考察とまとめ 20 
 アイテム数の比較からマタニティパンツの需要の高さを知ることができた。2018年5～6月のオンライ
ンショップでは、細身、標準、広幅のボトム幅すべてを揃え、特にロング丈を中心とした商品が取り揃え
られていた。サイズ表記では、範囲表示を採用しているブランドが多かった。XLや2L以上を取り扱って
いるブランドは7つあり、幅広いサイズから選択することができる。ほとんどのブランドでウエスト、ヒ
ップ、股下の寸法表記があるが、寸法表記の項目の多さはブランドにより違いがあった。グレーディング25 
に関しても、デザインが異なる商品が多いほど統一性を持たせていなかった。今回の調査では腹部の切替
線をその特徴から 6 つに分類することができた。マタニティウェアのサイズ展開の少なさについて辻ら 4
による指摘がされていたが、今回の調査ではサイズ展開の多さが明らかとなった。しかし、妊娠月数に応
じた商品展開をしているブランドがほとんど無かった。「妊娠初期～中期」「妊娠中期～後期」向けといっ
た表記をしているブランドもあったが、サイズ表記や寸法表記から自身のサイズに合う商品を選ぶという30 
スタイルが中心である。自分の身体に合う商品購入は消費者の選択に委ねられているところが大きく、正
しい選択をするための知識が必要であり、購入のしやすさという点で欠点が生じると考える。 
 
3.既製品のマタニティパンツの腹部切替線の分析 
3-1方法 35 
2-2-8 で腹部の切替線を 6 つに分類した。ブランドA～O で使用されている頻度が高い①～④の切替線
について分析を行った。切替線①～④に該当するマタニティパンツをそれぞれパンツⅠ、パンツⅡ、パン
ツⅢ、パンツⅣとした。パンツⅠ～Ⅳのサイズ、組織、特徴について表10に示す。4つのパンツを平置き
① ② ③ 
④ ⑤ 
 
   
⑥ 
 
図１　腹部の切替線の分類
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いった表記をしているブランドもあったが、サイズ表記や寸法表記から自身のサイズに合う商品を選ぶと
いうスタイルが中心である。自分の身体に合う商品購入は消費者の選択に委ねられているところが大きく、
正しい選択をするための知識が必要であり、購入のしやすさという点で欠点が生じると考える。
３．既製品のマタニティパンツの腹部切替線の分析
3-1　方法
2-2-8で腹部の切替線を 6 つに分類した。ブランドA ～ Oで使用されている頻度が高い①～④の切替線
について分析を行った。切替線①～④に該当するマタニティパンツをそれぞれパンツⅠ、パンツⅡ、パン
ツⅢ、パンツⅣとした。パンツⅠ～Ⅳのサイズ、組織、特徴について表 9 に示す。 4 つのパンツを平置き
時とマタニティボディに着せ付けたときの各寸法の計測を行い、変化を比較した。着用中の計測を行うた
めに使用したマタニティボディは図 2 である。股付きのマタニティボディは販売されていなかったため、
モデリアヌードフォームミリュ 38ファムフルレングスを使用し、妊娠 9 か月の妊婦の寸法に近いマタニ
ティボディを製作した。寸法は先行研究2,6を参考にし、胴体は綿を詰めた布で覆っている。左右のバスト
ポイントを結んだ中点から4.5㎝下をA点、バックネックポイントをB点とし、基準点として設定した。マ
タニティボディの寸法は表10に示している。計測した箇所は、腹部を覆うリブ部分と後ろパンツヨーク、
前股上（前股ぐり線）、後股上（後股ぐり線）、A点からパンツまでの距離、B点からパンツまでの距離である。
腹部を覆うリブ部分と後ろパンツヨークはパンツによってパーツの数が違うため、計測箇所の数はパンツ
により異なる。
3-2　結果
パンツⅠの変化を表11に示す。表11の計測箇所の数字は、図 4 と同じ位置である。着用前と着用後を
比較すると、その値が大きくなっていたものは、①、④、⑨であった。微増していたものは、③、⑤、⑥
であった。前ウエスト、腰部の周囲の伸びが大きく、腹部の膨らみに対応したことがわかる。パンツⅡの
変化を表12に示す。表12の計測箇所の数字は、図 5 と同じ位置である。表12をみると、①、⑥、⑩、⑭、
⑮の変化が大きい。⑭のみ縦方向の伸びを示しているが、それ以外は横方向の伸びである。ウエスト、腹
囲の前部のみが大きな伸びを示し、縦と横で腹部の膨らみに対応したことがわかる。パンツⅢの変化を表
13に示す。表13の計測箇所の数字は、図 6 と同じ位置である。表13をみると、①、⑦は大きく伸びてい
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時とマタニティボディに着せ付けたときの各寸法の計測を行い、変化を比較した。着用中の計測を行うた
めに使用したマタニティボディは図 1 である。股付きのマタニティボディは販売されていなかったため、
モデリアヌードフォームミリュ 38 ファムフルレングスを使用し、妊娠 9 か月の妊婦の寸法に近いマタニ
ティボディを製作した。寸法は先行研究 2,6を参考にし、胴体は綿を詰めた布で覆っている。左右のバスト
ポイントを結んだ中点から4.5 ㎝下をA点、バックネックポイントをB点とし、基準点として設定した。5 
マタニティボディの寸法は表 11 に示している。計測した箇所は、腹部を覆うリブ部分と後ろパンツヨー
ク、前股上（前股ぐり線）、後股上（後股ぐり線）、A点からパンツまでの距離、B点からパンツまでの距
離である。腹部を覆うリブ部分と後ろパンツヨークはパンツによってパーツの数が違うため、計測箇所の
数はパンツにより異なる。 
 10 
3-2結果 
パンツⅠの結果を表12に示す。表12の計測箇所の数字は、図3と同じ位置である。着用前と着用後を
比較すると、その値が大きくなっていたものは、①、④、⑨であった。微増していたものは、③、⑤、⑥ 
 
表10 パンツⅠ～Ⅳのサイズ、組成、特徴 15 
パンツ サイズ 組織 特徴 ブランド
Ⅰ
マタニティ用M
（ウエスト70～104㎝、
ヒップ91～101㎝）
リブ：綿95％、ポリウレタン5％
デニム：綿87％、ポリエステル9％、ポリウレタン4％
前あき、ベルトループなし。ウエスト後ろ
のみアジャスターゴムあり。 M
Ⅱ
マタニティM
（腹囲81～102㎝、
ヒップ87～101㎝）
リブ：レーヨン64％、ナイロン31％、ポリウレタン5％
デニム：綿72％、ポリエステル27％、ポリウレタン1％
前あきなし。前ポケット、後ろベルトルー
プ、ウエストにアジャスターゴムあり。 G
Ⅲ
マタニティ用11号
（腹囲84～108㎝、
ヒップ92～102㎝）
リブ：綿95％、ポリウレタン5％
チノ：綿97％、ポリウレタン3％
前あき、ベルトループなし。前ポケット、リ
ベット、18㎝の左脇ファスナー、前ウエス
トにアジャスターゴムあり。
A
Ⅳ
マタニティM
（ウエスト64～70㎝、
腹囲81～102㎝）
リブ：ポリエステル62％、綿33％、ポリウレタン5％
チノ：綿36％、ポリエステル36％、レーヨン25％、ポリウレタン3％
前あきなし。前ポケット、ベルトループ、金
属ボタン、前中心から左脇ウエストにア
ジャスターゴムあり。ウエストとリブに3.4
㎝の重なりあり。
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図1（左）マタニティボディ：正面（写真） 
図2（右）マタニティボディ：横（写真） 
横 バスト 93.5cm
アンダーバスト 83.5cm
腹囲 94cm
ヒップ 92cm
縦（前側） フロントネックポイント～バスト 18cm
A点～腹囲 14.5cm
A点～足の付け根 42cm
縦（後側） B点～ヒップ 52.5cm
アンダーバスト～腹囲 10.5cm
腹囲～ヒップ 14cm
 A 
 B 
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る。②、③、④、⑤、⑥は微増している。前リブのウエスト部分を中心に前リブ全体で腹部を支えている
が、後ろウエストの左右にあるゴムシャーリングで前リブの伸びを補ったことがわかる。パンツⅣの変化
を表14に示す。表14の計測箇所の数字は、図 7 と同じ位置である。表14をみると、①、④、⑥、⑨の伸
びが大きい。⑩、⑭は微増している。②、③、⑦、⑧は微減している。ウエストはリブの後ろ側が前側に
大きく移動しており、横方向の伸びで腹部を支えていた。そのため、生地が引っ張られ縦の長さが短くなっ
ていた。
パンツⅠ～Ⅳをマタニティボディに着用させたときのウエストの位置は図 8 である。左からパンツⅠ～
Ⅳの順である。A点、B点からパンツまでの距離を表15にまとめた。着用時のウエスト位置を確認すると、
パンツⅠは床と水平、パンツⅡとパンツⅢでは脇から腹部にかけてやや上がっている、パンツⅣは腹部に
かけてやや下がっている。パンツⅠ～Ⅲは腹部をすっぽりと覆うが、パンツⅣでは腹部の膨らみの大きな
位置までを覆っている。
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図 2 （左）マタニティボディ：正面（写真）
図 3 （右）マタニティボディ：横（写真）　
表10　マタニティボディの寸法
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であった。前ウエスト、腰部の周囲の伸びが大きく、腹部の膨らみに対応したことがわかる。パンツⅡの
結果を表13に示す。表13の計測箇所の数字は、図4と同じ位置である。表13をみると、①、⑥、⑩、
⑭、⑮の変化が大きい。⑭のみ縦方向の伸びを示しているが、それ以外は横方向の伸びである。ウエスト、
腹囲の前部のみが大きな伸びを示し、縦と横で腹部の膨らみに対応したことがわかる。パンツⅢの結果を5 
表14に示す。表14の計測箇所の数字は、図5と同じ位置である。表14をみると、①、⑦は大きく伸び
ている。②、③、④、⑤、⑥は微増している。前リブのウエスト部分を中心に前リブ全体で腹部を支えて
いるが、後ろウエストの左右にあるゴムシャーリングで前リブの伸びを補ったことがわかる。パンツⅣの
結果を表15に示す。表15の計測箇所の数字は、図6と同じ位置である。表15をみると、①、④、⑥、
⑨の伸びが大きい。⑩、⑭は微増している。②、③、⑦、⑧は微減している。ウエストはリブの後ろ側が10 
前側に大きく移動しており、横方向の伸びで腹部を支えていた。そのため、生地が引っ張られ縦の長さが
短くなっていた。 
 パンツⅠ                       表12 パンツⅠの寸法変化（単位：㎝） 
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図3 マタニティパンツⅠの腹部切替線とパーツ 
 
パンツⅡ                       表13 パンツⅡの寸法変化（単位：㎝） 
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後パンツヨーク 
① 
② ③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ ⑧ 
⑨ 
⑩ 
前リブ 
前リブ3 
前リブ2 
前リブ1 
後パンツヨーク 
① ② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥  ⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ ⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑯ ⑰ 
⑱ 
⑲ ⑳ 
計測箇所 着用前 着用中 差異
① 38 42.5 4.5
② 6 6 0
③ 3.2 3.2 0
④ 51 51 0
⑤ 13 13 0
⑥ 37.8 41.5 3.7
⑦ 6.2 6.2 0
⑧ 51 51 0
⑨ 13 13 0
⑩ 44.5 45.5 1
⑪ 12.5 12.5 0
⑫ 13 13 0
⑬ 51 51 0
⑭ 28.5 30 1.5
⑮ 43 44 1
⑯ 20 20 0
⑰ 19.5 19.7 0.2
⑱ 52 52.5 0.5
⑲ 15.8 15.8 0
⑳ 9 9 0
前股上 39.7 42.8 3.1
後股上 36.7 38.3 1.6
計測箇所 着用前 着用中 差異
① 39 42.3 3.3
② 20 19.8 -0.2
③ 19.5 19.8 0.3
④ 38 43 5
⑤ 25 25.5 0.5
⑥ 43 43.3 0.3
⑦ 18.2 18.2 0
⑧ 18.7 18.8 0.1
⑨ 45 47.5 2.5
⑩ 21 21 0
前股上 40.2 41.5 1.3
後股上 44.3 45 0.7
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⑦ 18.2 18.2 0
⑧ 18.7 18.8 0.1
⑨ 45 47.5 2.5
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前股上 40.2 41.5 1.3
後股上 44.3 45 0.7図 4 　 マタニティパンツⅠの腹部切替線とパーツ
表11　 パンツⅠの寸法変化（単位：cm）
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であった。前ウエスト、腰部の周囲の伸びが大きく、腹部の膨らみに対応したことがわかる。パンツⅡの
結果を表13に示す。表13の計測箇所の数字は、図4と同じ位置である。表13をみると、①、⑥、⑩、
⑭、⑮の変化が大きい。⑭のみ縦方向の伸びを示しているが、それ以外は横方向の伸びである。ウエスト、
腹囲の前部のみが大きな伸びを示し、縦と横で腹部の膨らみに対応したことがわかる。パンツⅢの結果を5 
表14に示す。表14の計測箇所の数字は、図5と同じ位置である。表14をみると、①、⑦は大きく伸び
ている。②、③、④、⑤、⑥は微増している。前リブのウエスト部分を中心に前リブ全体で腹部を支えて
いるが、後ろウエストの左右にあるゴムシャーリングで前リブの伸びを補ったことがわかる。パンツⅣの
結果を表15に示す。表15の計測箇所の数字は、図6と同じ位置である。表15をみると、①、④、⑥、
⑨の伸びが大きい。⑩、⑭は微増している。②、③、⑦、⑧は微減している。ウエストはリブの後ろ側が10 
前側に大きく移動しており、横方向の伸びで腹部を支えていた。そのため、生地が引っ張られ縦の長さが
短くなっていた。 
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図4 マタニティパンツⅡの腹部切替線とパーツ 
パンツⅠ～Ⅳをマタニティボディに着用させたときのウエストの位置は図7である。左からパンツⅠ～
Ⅳの順である。A 点、B 点からパンツまでの距離を表 16 にまとめた。着用時のウエスト位置を確認する
と、パンツⅠは床と水平、パンツⅡとパンツⅢでは脇から腹部にかけてやや上がっている、パンツⅣは腹
部にかけてやや下がっている。パンツⅠ～Ⅲは腹部をすっぽりと覆うが、パンツⅣでは腹部の膨らみの大5 
きな位置までを覆っている。 
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表16 パンツⅠ～ⅣのA点、B点からパンツまでの距離（単位：ｃｍ） 
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⑥ 43 50 7
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⑧ 19 18.5 -0.5
⑨ 49.2 50.8 1.6
⑩ 16 16.3 0.3
⑪ 51 51 0
⑫ 5 5 0
⑬ 5 5 0
⑭ 50 50.3 0.3
⑮ 8.7 8.7 0
前股上 40 41 1
後股上 43 43 0
計測箇所 着用前 着用中 差異
① 44.5 52 7.5
② 16.5 17.1 0.6
③ 17 17.2 0.2
④ 44 44.3 0.3
⑤ 27.4 27.5 0.1
⑥ 15 15.5 0.5
⑦ 34.5 37 2.5
⑧ 11.2 11.2 0
⑨ 10.7 10.7 0
⑩ 47.7 47.8 0.1
⑪ 12 12 0
前股上 40.2 40.3 0.1
後股上 36 37.6 1.6
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パンツⅠ～Ⅳをマタニティボディに着用させたときのウエストの位置は図7である。左からパンツⅠ～
Ⅳの順である。A 点、B 点からパンツまでの距離を表 16 にまとめた。着用時のウエスト位置を確認する
と、パンツⅠは床と水平、パンツⅡとパンツⅢでは脇から腹部にかけてやや上がっている、パンツⅣは腹
部にかけてやや下がっている。パンツⅠ～Ⅲは腹部をすっぽりと覆うが、パンツⅣでは腹部の膨らみの大5 
きな位置までを覆っている。 
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表14　パンツⅣの寸法変化（単位：cm）
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Ⅲ 9.5 37.5
Ⅳ 14.5 3  35 
前リブ 
後リブ 
後パンツヨーク 
① 
② ③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ ⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ ⑬ 
⑭ 
⑮ 
前リブ 
後パンツヨーク 
①
② ③ ④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ ⑨ 
⑩ 
⑪ 
計測箇所 着用前 着用中 差異
① 38.3 40 1.7
② 19 18.5 -0.5
③ 19 18.5 -0.5
④ 42.5 44.5 2
⑤ 26 26 0
⑥ 43 50 7
⑦ 19 18.5 -0.5
⑧ 19 18.5 -0.5
⑨ 49.2 50.8 1.6
⑩ 16 16.3 0.3
⑪ 51 51 0
⑫ 5 5 0
⑬ 5 5 0
⑭ 50 50.3 0.3
⑮ 8.7 8.7 0
前股上 40 41 1
後股上 43 43 0
計測箇所 着用前 着用中 差異
① 44.5 52 7.5
② 16.5 17.1 0.6
③ 17 17.2 0.2
④ 44 44.3 0.3
⑤ 27.4 27.5 0.1
⑥ 15 1 .5 0.5
⑦ 34.5 37 2.5
⑧ 11.2 11.2 0
⑨ 10.7 10.7 0
⑩ 4 .7 47.8 0.1
⑪ 12 12 0
前股上 40.2 40.3 0.1
後股上 36 37.6 1.6
図７　マタニティパンツⅣの腹部切替線とパーツ
表15　 Ⅰ～ⅣのA点、B点からパンツまでの距離（単位：cm）
図８　パンツⅠ～Ⅳの着用時のウエスト位置（写真）
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3-3考察とまとめ 
 パンツⅠ～Ⅳについて、それぞれの特徴についてまとめる。パンツⅠは、前ウエストと腰部の周囲での
横の伸縮が大かった。パンツ本体のポリウレタンの混率は、パンツⅡ～Ⅳよりも1～3％高かった。サイズ
や寸法はパンツⅡ～Ⅳと比べても大きく変わらないため、ややタイトに設計されていることがわかる。パ20 
ンツⅡは、腹部で縦と横の伸縮が大きく、2WAYの伸びに対応するリブを使用していた。ウエストと腹囲
の前部のみが伸びに対応し、それ以外の寸法は変化が少なかった。適度にゆとりを確保し、設計されてい
ることがわかる。パンツⅢは、前リブを中心に腹部を支えていたが、後ろウエストのゴムシャーリングと
左脇ファスナーが支える機能を補っていた。腹部に沿うようにジャストサイズで着用できるようゆとりは
やや少なく設計されていることがわかる。パンツⅣは、パンツⅠ～Ⅲとは違いリブが腹部を一周覆ってい25 
る。筒状になったリブが横方向に大きく伸び腹部を支えていた。前後で均等な伸びを示さず、リブの後ろ
側が前に大きく移動し、縦の長さが短くなっていた。ウエスト位置は腹部の突出した位置に近く、アジャ
スターゴムはウエストベルト位置にあるためズボン本体の重さを支える支点がパンツⅠ～Ⅲとは違ってい
た。適度なゆとりを確保し、設計されている。以上のことから、着用時の改善点が予想される。パンツⅠ
は、腰辺りを支点として腹部を支えていると考えられ、腹部が大きくなるにつれ、腰部にかかるパンツか30 
らの圧力が大きくなるのではないかと考えられる。パンツⅡは、リブが縦と横に伸びたため、他のパンツ
に比べ妊婦への負担が軽減されるように考えられる。しかし、前リブは3重となるため、夏季着用時の蒸
れが心配される。パンツⅢは、左脇ファスナーで着脱は容易なものの、ファスナーの金具やリベットが着
用時に邪魔となることが予想される。パンツⅣは、腹部を覆うリブが前後で一続きとなっているため、着
用中にズレが生じることやアジャスターベルトでの調節時に腹部が締め付けられることが予想される。 35 
 
4おわりに 
 市場調査と既製品マタニティパンツの分析から、市場のマタニティパンツについて知ることができた。
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と左脇ファスナーが支える機能を補っていた。腹部に沿うようにジャストサイズで着用できるようゆとり
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スターゴムはウエストベルト位置にあるためズボン本体の重さを支える支点がパンツⅠ～Ⅲとは違ってい
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れが心配される。パンツⅢは、左脇ファスナーで着脱は容易なものの、ファスナーの金具やリベットが着
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4　おわりに
市場調査と既製品マタニティパンツの分析から、市場のマタニティパンツについて知ることができた。
市場調査の結果から、消費者の購入のしやすさという点でサイズ表記とサイズ展開について考察した。特
に、サイズ表記は単数表示より範囲表示が多く採用されていた。単数表示より範囲表示の方があらゆる寸
法の消費者をあてはめやすいという長所はあるが、消費者の求める着心地を満たす品質になっているかは
疑問である。また、既製品マタニティパンツの結果と照らし合わせると、マタニティボディの寸法に合わ
せて購入したマタニティパンツであっても、ブランドごとに寸法変化に違いが出ていた。身体には個人差
があり、妊婦の腹部の形状や膨らみ方もさまざまである。そのため、長時間の着用に適しているかどうか
は同じサイズ表記であっても試着して確認する必要がある。しかし、表 1 で示したが、取扱店舗数は限ら
れており、試着をして購入することが難しい。また、妊婦の声に、妊娠するまでマタニティウェアについ
て知識がなく、親戚等の口コミでマタニティウェアを購入したというものがあった。妊娠期間は約10か
月と長いが妊娠後期にあたる期間は約 3 か月である。変化する腹部に合わせたパンツを購入することや着
心地の良いものを購入することの労力を少なくすることが望ましい。短期間の身体の変化に対応し、腹部
へ圧迫を掛けずに快適さを感じさせるような、より妊婦のニーズを満たす設計が必要とされると考える。
今回の研究から設計に必要と考えられる点は 4 つあり、パンツの支点を妊婦の負担にならない位置に設定
すること、膨らむ腹部に対応させるために妊娠後期の腹部の縦と横の伸びを考慮すること、季節に応じた
素材や機能性を考慮すること、着用時の動きによるインナーとの摩擦で着崩れしないようにすることで
あった。
今回使用したマタニティボディは、妊婦の寸法に合うように布に綿を入れ覆ったものだった。綿を詰め
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たものなので、強い圧力がかかれば変形する。しかし、マタニティパンツを計測する際は、固く固定され
たマタニティボディより妊婦に近い条件で計測ができたと考える。今回立てたそれぞれのマタニティパン
ツの改善点の予想をもとに、マタニティパンツⅠ～Ⅳを妊婦に着用してもらい着用評価を得て、妊婦の要
望とマタニティパンツの改善点を明らかにすることが今後の課題である。現在、和洋女子大学人を対象と
する研究倫理委員会の承認を受け、郵送による自宅でのマタニティパンツの試着とアンケート調査を行っ
ている。4 ～ 5 時間の着用後の感想、マタニティウェアに関する意見を収集している。
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